
◆在籍生徒数
令和４年４月１日現在

１年 ２年 ３年 支援学級 計
学級数 １ １ １ ２ ４
男 子 ９ ８ ３ ２ ２２
女 子 ５ ７ １２ １ ２５

１４ １５ １５ ３ ４７

◆時程表

校 時 時 刻
朝読書 ８：１５～ ８：２５
朝の会 ８：２５～ ８：３５
１校時 ８：４０～ ９：３０
２校時 ９：４０～１０：３０
３校時 １０：４０～１１：３０
４校時 １１：４０～１２：３０
昼 食 １２：３０～１３：３０
５校時 １３：３０～１４：２０
６校時 １４：３０～１５：２０
清 掃 １５：２０～１５：４０
帰りの会 １５：４０～１６：００
部活動 １６：００～

◆教職員

No. 職 名 氏 名 教科・担任
１ 校長
２ 教頭 英語
3 主幹教諭 教務主任・社会
4 再任用教諭 １年主任・英語
5 教諭 １年担任・数学
6 教諭 ２年主任・保健体育
7 教諭 ２年担任・数学
8 教諭 ２年副担任・美術
9 教諭 ３年主任・国語
10 教諭 ３年担任・理科
11 教諭 ふたば学級担任（育休）・英語

12 再任用教諭 あおば学級担任・音楽

13 養護教諭
14 講師 ふたば学級担任（育休代替）・社会

15 主事（臨時）
16 兼務教諭 技術
17 非常勤講師 家庭
18 業務員
19 支援員 特別支援教育支援
20 支援員 図書支援
21 ＡＬＴ
22 ＳＣ

地域・学校の概要
本地域は蔵王連峰を望む温泉観光地として知られ、年間を

通して多くの観光客が訪れる。学校近くには温泉旅館や飲食

店等があり、別荘地も点在している。

保護者は観光産業や酪農等へ従事するなどの特徴はあるが、

近隣の市町で働く方も多い。学校教育への関心は高く、非常

に協力的である。

生徒は全体的に素直で明朗であり、学習や生活態度も良好

で学校行事への取組も熱心である。生徒数は減少傾向にあり

諸教育活動の持ち方等の工夫が必要となっている。

行 事 予 定
４月 〇第1学期始業式 〇入学式 〇新入生を迎える会

〇授業参観、ＰＴＡ総会、学年ＰＴＡ

５月 〇人権教室 〇生徒会総会 ○命の大切さを学ぶ教室

〇白刈地区中総体

〇ＰＴＡ奉仕作業 〇三地区陸上大会 〇中間考査

６月 〇三地区水泳大会 〇避難訓練 〇３年蔵王登山

〇１・２年食育授業

７月 〇引き渡し訓練 ○安全教室 ○３年防災学習

〇授業参観、学年ＰＴＡ 〇教育相談 〇県中総体

８月 〇ＰＴＡ親子奉仕作業

〇１学期期末考査 〇１年野外活動

９月 〇２年職場体験学習 〇薬物乱用防止教室

〇オリ･パラ教室 〇白刈地区新人大会 〇生徒会役員選挙

10月 〇第１学期終業式 〇第２学期始業式

〇遠中祭 ○３年食育授業

11月 〇３年進路説明会 〇３年修学旅行 ○中間考査
〇避難訓練 ○２学期中間考査 ○教育相談

１2月 〇教育相談 〇授業参観、学年ＰＴＡ

１月 〇校内書きぞめ展 〇１年スキー教室

〇２年樹氷めぐり

２月 〇２学期期末考査 〇３年生を送る会

３月 〇公立高校入試 〇卒業式 〇１･２年授業参観、学

年ＰＴＡ 〇修了式 〇一日入学 〇離任式

令和４年度

蔵王町立遠刈田中学校

学校要覧

〒989-0916
宮城県刈田郡蔵王町遠刈田温泉字小妻坂山16
【TEL】0224-34-2203【FAX】0224-35-3139
【E-Mail】master@togatta-jhs-zao.ed.jp
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蔵王町立遠刈田中学校 【教育目標】

「分かる授業づくり」 生徒一人一人の将来に 学級、学年を基盤と 保健安全教育の充実に ふるさと遠刈田を愛す 「学び続ける教師」、
を基盤とした「指導の 向けての「志」と社会 した生徒主体の活動を 努めるとともに、体力 る心を育みます。 「生徒と共にある教
個別化」、学習の「個 性を育む「協働的な学 実施し、思いやりのあ づくりを進めます。 師」を目指します。
性化」を推進します。 び」を推進します。 る心を育みます。

・導入の工夫、学習のね ・宿泊学習の充実（修学 ・一人一人の活動が見え ・日常の健康観察の重視 ・ふるさとＰＲ活動 ・「分かる授業づくり」
らいの明確化、話し合 旅行、体験学習） る学級、学年経営 健康調査、アンケート ・伝統文化活動（遠刈田 を目指す校内研究を
う場や振り返りの場の ・異学年との協働活動 ・生徒会活動を基盤とし の実施と活用 太鼓） 軸に、研修会等への
設定 ・職場体験学習の充実 た行事の実施 ・ＳＣによる講話や全員 ・登山、スキー教室、樹 参加を通して、教師

・ミニ学習会の設定、自 ・３年間を系統立てた進 ・全校生徒による合唱や 面談の実施 氷見学会、蔵王の自然 の資質向上に努めま
主学習ノート活用、学 路学習 太鼓演奏、生徒会朝会 ・つながる心の時間、命 学習、防災学習、オリ す。
び直しの授業の実施、 ・交通安全運動やＰＳＣ での専門委員会による の大切さを学ぶ教室の パラ教室 ・視点を明確にした授

長期休業中の自主学習 活動の実施 発表 実施、チャンス相談の ・地域人材や施設の活用 業検討会の実施

会の実施 ・地域清掃活動の実施 ・各種活動とリンクした 励行 （箏、書写、栽培指導、 ・小学校と連携した市

・各教科の単元のまとめ ・防災学習、スキー教室、 道徳の授業実践 ・健康の保持増進に努め 芸術家特別授業） 町村教育委員会との

や総合学習における探 樹氷観察、蔵王の自然 ・自己実現を支援する教 る態度の育成 ・ＨＰや各種たよりによ 連携による学校サポ

究的な学習の実施 学習等、地域資源を活 育相談 ・心身のバランスの取れ る積極的情報発信 ート事業

・「授業の５つの約束」 用した教育活動 ・月1回の「心の集会」実 た体力づくりの推進 ・校外指導委員会や子供 ・生徒に寄り添い、見

による学習習慣の形成 施 ・生徒主体の部活動 会育成会との連携 守り、共に活動する

教師

個に応じた指導の充実

志と社会性を育む教育の充実

安全・防災意識を育む教育の充実

「開かれた学校づくり」の推進

教職員一人一人の資質向上

【学ぶ意欲にあふれ 心豊かで 健康で たくましく生きる生徒の育成】

≪ 自 主 ≫ 自ら学び、広く深く考える生徒
≪ 敬 愛 ≫ 感謝と思いやりの心を持つ生徒
≪ 活 力 ≫ 健康で心身ともにたくましい生徒

第１学年スキー教室

特色ある教育活動

和 太 鼓 発 表 第３学年 蔵王登山 栽培学習修学旅行「ふるさとPR活動」


